
 

多文化関係学会 2020年度 第 4回理事会 

 

日時：2021 年 3 月 12（金）10 時-12 時 

方法：Zoom MTG 

https://testkindai.zoom.us/j/91266520560?pwd=R0pKKzZsenQyZS9ucjhvTnVnV0Ywdz09 

 
 

出席：田崎、田中、湊、松井、岡部、畠中、金本、内藤、宇治谷、小林、出口 

欠席：小坂、馬場、岡村、江藤、（委任状あり）   （敬称略・順不同） 

 

議事次第 

 

1. 報告事項 

(1) 事務局からの報告 

・3 月 11 日時点での会員数は 311 名。正会員 245 名（入金待ち 2 名）、学生 61 名（入金

待ち１名）、シニア 5 名。 

・アクセライトから契約満了の連絡があった。 

・請求書発送業務が終わるまでは事務局でアルバイトを雇用し業務を行うこととする。事務

局の住所は現在の住所を使用する。 

 

(2) 地区研究会委員会からの報告 

・関東地区研究会は 2月 21日に開催。参加者は 16名であった。 

・中部・関西地区研究会は 9 月以降特に活動していない。 

・九州地区研究会は 3 月 27 日に開催予定。現在の申し込み数は 10 名弱。引き続き参加を

募っていく。 

・開催時期に関して以下の質疑応答があった。開催時期をずらしても構わないか。 

→これまで、第一回理事会と関東地区研究会（中部・関西地区の時もあった）を同時開催し

ていたが、オンラインでの開催なら同日開催にする必要はないのではないか。→次期理事会

の検討事項として申し送りとする。 

 

(3) 学会誌編集委員会からの報告 

・第 17 号の発送は完了した。 

・査読への異議申し立てがあったが、取り下げられた。 

 

(4) 多文化関係学会 WG からの報告 

・問題点を洗い出し改善を検討するのが WG の作業であるが、現時点では 

特にない。 

https://testkindai.zoom.us/j/91266520560?pwd=R0pKKzZsenQyZS9ucjhvTnVnV0Ywdz09


 

(5) 学術委員会からの報告 

・2022 年の創立 20 周年に向けて記念出版の企画を進めている。会員からの応募ができる

ようにしたい。今月末会員募集を開始する予定である。 

 

(6) ニュースレター委員からの報告 

・2 月に 38 号を発行。次回は 6 月に発行予定。 

・新理事に執筆を依頼する予定である。 

・原稿締め切りはゴールデンウイーク明けの予定だが、必要に応じて締め切りを過ぎても受

け付ける。 

・新理事の所属・役職は副会長がまとめ、ニュースレター委員会へ報告する。 

 

(7) その他 

・特になし 

  

 

2. 審議事項 

(1) 次年度の大会について 

・現時点では、ZOOM によるオンライン開催の可能性が大きいと考える。 

・東京を拠点とする予定。 

・開催時期は、10 月 23 日・24 日または 30 日・31 日で検討中である。 

・次期大会の準備委員長に関する審議の結果、満場一致で田中真奈美先生に決定。 

 

(2) 所属地区のリスト作成について（江藤先生） 

・会員情報を非公開にしている会員も多いので現在の登録情報から地区 

のリストを作成するのは困難である。 

・オンラインだと地区に縛られないので、地区会員だけでなく全員あて 

の広報でも構わないのではないか。 

・広報の問題ではなく、企画するにあたり地区にどのような方がいるかがわかったほうが企

画しやすい。企画や地区の発展のためにも地区内でのネットワークの形成が重要である。限

られたメンバーで回すことからの脱却を考えたい。 

・登録の際、会員が地区を選び登録するようなシステムを作成する。 

・変えるのであれば、今後の活動を見据え、他の項目も含め登録内容に 

ついて全体的に見直してはどうか。 

・本件については、次期理事会で検討していただくこととし、申し送り 

項目とする。 



(3) その他 

 ・新理事の役職が決まったら、前任者に連絡するようにする。 

・各担当で引き継ぎを行う。 

 

                                以上。 


